甲状腺機能異常症における下垂体前葉ホルモン 特にHGH,ACTH及びLHの分泌能について by 布川 喬
甲状腺機能異常症における下垂体前葉ホルモン 特
にHGH,ACTH及びLHの分泌能について
著者 布川 喬
号 699
発行年 1971
URL http://hdl.handle.net/10097/18860
 こ
K
5
を
蓬
こ
き
を
責
空
去
」
こ
う
命
蓋
さ
蟄
で
夏
葬
謁
/
・
こ
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授一与年月日
 学位授与の要件
研究科専門課程
学位論文題目
 融のかわたかし
 布川喬(山形県)
医学博士
 医博第699号
 昭和46年3月25日
 '学位規則第5条第i項該当
東北大学大学院医学硫科
 (博士課程)内科学系専攻
 甲状腺機能異常痺に於ける下垂体前葉ホルモ
ン
 特にHGH,ACTH及びLHの分泌能について
 (主査)
論文審査委員教授鳥飼龍生 教授山
教授中
形
村
一
隆
散
論文内容要旨
緒言
 甲状線機能異常症において下垂体前葉の予備能がどの様な態度を示すかについては,現在の所な
 お一定した知見が得られていない。著者は,この種の疾患における血漿成長ホルモン(human
 gr・wthh・rm・皿e,以下HGH),副腎皮質刺激ホルモン(adren・c・rtic・tr・p1ch・rm・ne,
 以下ACTH)および黄体化ホルモ:/(luteinizingh・rmone,以下LH)をradi・1mmuno～
 assayにより,また血漿11-OHeSはDeM・・rの方法によりそれぞれ測定し,特に⊥ns・Un
 負荷やargin正ne負荷に対する反応の様相から,これらホルモン分泌に対する下垂体の予備能
 を検討した。
 実験対象並に実験方法
 対象とした甲状腺機能亢進症は,男子18例(うち周期性四肢麻痺合併例6例),女子9例,計
 27例,原発性甲状腺機能低下症は男子1例,女子9例,計10例である。うち,機能亢進症9例
 と,機能低下症4例については,治療前後における下垂体予備能の態度をも比較した。さらに機能
 亢進症3例では,/9-bl・ckerの投与前後における下垂体予備能の変動についても検討した。また機
 能亢進症2例および低下症1例ではHGHの血中半減期についても検索した。Insuhn負荷試験と
 しては・早朝空腹時にregulRrinsulinO・1u49を1回で静注し・経時的に・120分まで採血
 し,血漿HGHを測定した。1511-HGHの血中半減期の測定には,Huntera皿dGreenw・・d
 の方難戦てヨード化した151・購ヒトHGHの約…μ9(200mc鈎)を輔空麟に・回
 で急速に静注し,そののち経時的に採血し,dextranc・atedcharc・a1を用いた吸着法によ
 り各血漿資料中のfree15柱一HGHを分離することにより,その減衰曲線を求めた。
 実験成績並に結語
 機能難症2。例に謝る磁HGHは・前個癖均乞3mμ9磁と正常範囲(・ん6mμ鞠)
 にあったが・insuhn負荷に対す撮高反応樹坪均・4・・剛㌔であった・機能低下症8例
 においても・前値は平均α3mμ9磁で・反応値は平均2・8mμ9磁であった・艮ロち・両症翻と
 もに反応は正常老20例における最高反応値の平均27・3mμ星磁に比し著明に減弱していた。周
 期遡肢麟を伴った機能雌症6例に瓢鴫ま,1・SuHnに対する反応1評均8.3mμ9磁で・
 一般の機能亢進症の場合に比し,さらに減弱していた。
 Arginine負荷に対する血漿HGHの最高反応値も,機能亢進症8例でも,また機能低下症8例
 でも正常者の場合に比して減弱していた。甲状腺機能亢進症3例にβ一b1・ckerのPr・pra皿・1・1
 を毎日30曙2週間経口投与し,その前後でinsunn負荷に対する血漿HGHの反応を比較した
 所,一定した影響まみられなかった。またPr・pran・1016叩をinsulinと併用静注した3例に
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 おいても,最高反応値は平均…3皿μ9磁で・2・例の機能亢進症翔ける平均14・・mμ9碗
 に比してむしろ低下していた。HGHの血中半減期の検索成績において,減衰曲線は2つの。・mpart-
 me且tに分けられることを確認した。そのうち代謝速度を表わすと考えられる第2相の半減期
 は,正常では平均68分であったが,これに対して機能亢進症では平均59分と、約10分短縮し,
 また機能低下症では101分と著明に遅延していることが認められた。
 機能亢進症6例の治療後におけるinsulinに対するHGHの反応は,治療前あるいは正常者の
 場合に比してむしろ亢進していた。甲状腺末投与により症状好転した機能低下症3例でも,治療前
 に比しinSulinに対する増加反応はかなり著明となったが,なお正常反応を示すには至らなかっ
 た。治療後の症例のar幻nineに対する反応は,機能亢進症の4例でも,また機能低下症の3例
 でも,いずれも治療前に比し上昇を示した。この際も,機能低下症において反応回復の遅延が認め
 られた。
 灘亢進症17例における蝶ACTHlま,前値は平均56μ触磁と正常翻(2・～8・μμ9磁)
 内繭つた・i・Sulin負敵対する血漿ACTHの増加反応は・儲値が平均・42μμ9磁で
 あった・他方・簾低下症8例では,前面ま覇27μμ9磁・鵬反応値は平均9・μμ9磁で
 加た・即ち,両群ともに血漿ACTHの最高反応徹正常者の平均・8・μμ9磁に比し低下し
 ていた・治療後には・機翫進症5例で前倒平均6・興砲・反応働平均2エ9糎磁
 で励・機能低下症3例では前伽47μμ9砲で・反応値は平均・55μμ9磁と・とも囎療
 前に比し回復していた。機能亢進症13例と機能低下症6例における血漿11-OHCSは,前値
 は正常範囲にあり,insuli・負荷に対する増加反応も両群とも減弱が示唆された。治療後におい
 ては,機能亢進症5例と機能低下症3例で,ともに治療前にくらべて回復していた。
 機能亢進症15例と機能低下症6例における血漿LHは,前値は正常範囲(8～40μ》面)
 にあり,i丘suHnに解る反騰と“こ正常平均6・μ94〆比し滅弱しU・た・ところが治療
 後においては両群ともに治療前に比し反応の回復が認められた。
 以上の様に,甲状腺機能異常症において下垂体瀞レモン,特にHGH,ついでACTHとLHの分泌
 能が若干低下している事が確認された。その原因としては,最も低下の著明であったHGHにおい
 て,その体内代謝速度に有意の差がなかったことから,代謝速度変化の影響は少なく,むしろ甲状
 腺ホルモンの過剰または欠乏により中枢のHGH分泌調節が二次的に異常を来たしている可能性が
 推定された。他方,ACTHおよびLHについては,体内代謝速度の変化による可能性が第一に考
 えられた。
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 審査結果の要旨
1
 甲状腺機能異常症のさいの下垂体前葉の予備能については,現在なお一定した知見は得られてい拠・。
 著者は甲状腺機能亢進症27例および甲状腺機能低下症10例につぎ,血漿成長ホルモン(HGH)
 ACTHおよび黄体化ホルモン(LH)をradi・Immun。assayにより,また血漿11-OHCS
 をDeM・。r法により測定し,これらのinsulln低血糖およびarginlne負荷に対する反応
 により下垂体予備能を検索し,甲状腺疾患の治療前後におけるその変動を追究した。
 その結果,機能亢進症および機能低下症ではともにHGHの前値は正常範囲にあったが,i皿suhn
 低血糖およびarglni且e負荷に対する反応は両疾,患群ともに減弱していた。HGHの血中半減期
 に関しては,体内代謝速度を反映する減衰曲線第2相が,機能亢進症では短縮し,機能低下症では
 延長していることが認められた。また機能亢進症の1511または抗甲状腺剤による治療後には
 insulin低血糖に対するHGHの反応は正常以上に増強したのに対し,機能低下症の甲状腺剤に
 よる治療後には,改善はみられたがなお正常には達しなかった。
 血漿ACTHおよびLHは,機能亢進症および機能低下症の両群ともに正常範囲の値を示したが,
 それらの圭usulinに対する反応は,両群ともに減弱していた。しかし両群ともに治療後には,
 正常反応を示すに.至った。ACTHの回復に伴い,血漿11-OHCSのi且sulin低血糖に対
 する反応にも,治療後には改善がみられた。
 以上のように,甲状腺機能異常症においては前葉予備能の低下がみられた。その原因として著者
 は,前葉ホルモンの体内代謝速度の変化の他に,HGHにおいては中枢における分泌調節の障害の
 可能性を推定した、
 以上この論文は,甲状腺機能の異常が下垂体前葉の機能に及ぼす影響の解明に関し寄与した点で,
 学位授与に値するものと認める。
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